
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

   

学 校 名 岐阜県立大垣南高等学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月４日(火)～１１月７日(金) 

実 施 概 要 ① 授業、部活動、学校施設の保護者および地域への公開 
② ２年生生徒と保護者に対する進路ガイダンス(１１/６) 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 □交流活動 ■講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

 保 護 者 １０４  人 
計  １０９ 人 

 地域関係者   ５  人 

 

実 施 状 況 ・１１月４日(火)から７日(金)の４日間を地域および保護者への公 

  開日とした。 

・この期間中は、授業、部活動、学校施設を自由に見学できる設定  

  とした。 
・校舎の玄関に来校者をお迎えする工夫を凝らした。 

・１１月６日（木）は、５、６限を一斉授業参観の時間とし、来校 
者には自由に各教室の授業を参観していただいた。また７限目は、
講師として新井直樹氏（ベネッセコーポレーション）を招き、「進
路実現に向けて」と題して、２年生生徒および希望した保護者を対
象に進路ガイダンスを実施した。 

・事後アンケートを実施した。 

 
成果及び課題 ・毎年この時期に進路指導課主催の進路講演会を実施している。 

・２年連続で来校した保護者は増加した。 
・事前の広報活動を活発に行った。 
・事後のアンケートには来校者に対する生徒の挨拶や落ち着いた授業 
態度、教員の熱心な指導ぶりへの評価が目立った。 

・学校評議員、学習塾からの参加があった。中学校への参加依頼につ 
いては、その手順や方法に課題が残った。 

・地域との関わりという点で、本校では毎年「周辺自治会長と語る  

  会」を開催し、地域の声を聞くように努めている。時期は異なる  

  が、ふるさと教育週間の趣旨との関連づけができればと思われる。 

 


